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患者さんやご家族・介護者の方の 疑 問 にお 答えします

最近、周りでパーキンソン病の話をよく聞くようにな
りました。患者さんは増えているのでしょうか。（40代・男性より）

厚生労働省の調査では2017年次の全国のパーキンソン病の患者さんは、16万2千人
となっています。この約10年前の2005年次の調査では14万5千人だったので1）、
患者さんは徐々に増えているといえます。

増えている理由はいくつか考えられますが、

❶研究の進歩で以前よりも診断がつきやすくなった

❷ パーキンソン病は加齢とともに発症しやすくなるため2）、高齢化社会が進む
につれて患者さんが増えた

❸治療が進歩して患者さんの寿命が延びている

などがあげられます3）。
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監修：自治医大ステーション・ブレインクリニック CEO 藤本 健一先生

パーキンソン病は、ドパミン不足により発症するという
ことですが、なぜドパミン不足になるのですか。年齢や食生活、
日々の生活と関係があるのでしょうか。（50代・男性より）

ドパミンは、脳からの指令（信号）を体の各部に伝える物質（神経伝達物質）の一種で
す。パーキンソン病は、ドパミンが不足することで脳からの信号が伝わりにくくなって、
運動の調整などが十分にできなくなる病気です1,2）。

ドパミンは、脳の中の中脳という部分の黒質と呼ばれる組織で作られます。ドパミン不
足は、黒質にあるドパミンを作る細胞が何らかの理由で減少することにより、ドパミン
が十分に作られなくなくなることで起こります。
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パーキンソン病には、

❶遺伝要因（体質） ❷環境要因 ❸加齢

の3つの要因が関係していると考えられています3）。

遺伝要因については、パーキンソン病に関連する遺伝子が10個以上見つかっていま
すが、実際には遺伝することは多くありません3）。
環境要因については、極端な偏食、ストレス、農薬の影響などを指摘する研究結果が
ありますが、はっきり証明されたものはありません3）。
加齢は発症のリスクといえ、50～70代で発症する人が多くなっています3）。

以上のように、今のところ年齢以外には、はっきりした要因はわかっていません。
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脳神経内科を受診していますが、不安な気持ちが
あります。セカンドオピニオンを受けてもよいでしょうか？
（60代・女性より）

最近では、医師だけが治療方針を決めるのではなく、患者さんが医師から十分な説明
を受けて、患者さんが治療方針に納得したうえで治療を進めることが多くなっています。

そこで、治療方針や病気の説明に不安な気持ちがある場合には、セカンドオピニオン
を受ける患者さんもいらっしゃいます。セカンドオピニオンを受けることで、主治医と
の信頼関係が壊れることはないので、セカンドオピニオンを受けたい旨を主治医にお
話しになればよいと思います。

また、脳神経内科（神経内科）の病気は非常に幅
広いので、脳神経内科を標榜していても、パー
キンソン病以外の病気を主に治療している医療
機関もあります。医療機関のホームページなど
には、よく治療している病気が明記されている
ことが多いので、セカンドオピニオンを求める際
には、パーキンソン病治療の経験が多い医療機
関かどうかを参考にされるとよいでしょう。


